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問
者
(
第
八

1
六
巻
第
五
ザ
)

一
一
、
経
済
力
白
地
域
的
栴
去
と
地
域
的
集
中
」

凹
、
産
業
杭
造
の
高
度
化
之
公
共
投
資

五
、
会
共
企
業
体
に
お
け
る
資
木
叢
用

六
、
公
共
投
資
自
計
両
理
論

本

四

産
業
構
造
の
高
度
化
と
公
共
投
資

所
得
倍
増
計
画
の
中
で
は
、
公
共
投
資
が
非
常
に
重
要
な
役
割
主
与
え
ら
れ
て
い
る
υ

基
準
年
次
か
一
b
み
て
十
年
後
の
日
本
経
済
は
、

第
二
次
産
業
(
鉱
工
、
建
設
)
の
比
重
を
最
も
品
め
る
己
と
に
な
る
が
、
(
三
一
二
%
よ
り
三
九
%
へ
)
、
総
資
本
形
成
か
ら
み
る
と
産
業
基
盤

整
備
の
た
め
の
「
行
政
投
資
」
(
こ
こ
で
は
一
ま
ず
社
会
的
間
接
資
本
の
た
め
白
財
政
投
資
と
理
解
し
て
沿
い
て
よ
い
。
)
に
重
点
が
お

、A
L
、

ふ

μ
品川
r

民
間
の
設
備
投
資
は
む
し
ろ
キ
干
比
重
を
低
下
さ
せ
る
ζ

と
に
な
る
。

(
五
一
九
怖
か
ら
凶
三
七
%
へ
)
な
ぜ
こ
う
な
る
か

は
、
す
で
に
基
準
年
次
会
二
!
一
一
三
年
度
平
均
)
に
お
い
て
資
本
係
数
の
急
上
昇
が
あ
り
、

た
か
ま
っ
た
生
産
能
力
の
圧
力
主
将
米
は



産業別悶民所得構成および

総支出構成比較
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需
要
要
因
た
る
「
行
政
投
資
」
で
緩
和
し

τい
く
と

い
う
考
え
方
も
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
た
め
に
は
、

民
間
投
資
と
公
共
投
資
心
両
国
に
わ
た
る
投
資
規
制

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
問
題
は
最

後
に
示
め
す
と
し

τ、
公
共
投
資
の
ウ
ェ
イ
ト
に
つ

い
て
の
問
題
に
せ
ま
る
た
め
に
、
計
画
が
ね

b
っ
て

い
る
西
欧
型
(
西
ド
イ
ツ
)

の
産
業
構
造
と
十
年
後

72 

の
日
本
の
そ
れ
と
の
比
較
を
み
よ
う
。
第
七
表
で
み

る
と
、
十
年
後
に
は
個
人
消
費
の
比
重
は
一
九
五
七

年
の
西
ド
イ
ツ
と
等
し
く
左
担
、
総
資
本
形
成
で
は
、

さ
き
に
の
ベ
た
行
政
投
資
を
ふ
く
ん
で
西
ド
イ
ツ
を

産
業
の
比
重
は
問
ド
イ
ツ
の
モ
れ
に
接
近
す
る
が
、
第
二
次
産
業
の
比
重
は
た
お
か
た
り
下
ま
わ
る
。
ま
た
第
三
次
産
業
と
運
輸
、
通

上
主
わ
る
。
陪
業
別
国
民
所
得
構
成
で
は
、
第
一
次

信
、
公
益
事
業
部
門
の
比
重
は
ド
イ
ァ
の
そ
れ
を
こ
え
る
。
こ
の
両
部
門
の
比
重
が
高
い
と
い
う
と
と
は
、
総
支
出
の
面
で
み
た
「
行

政
投
資
」
以
外
の
公
共
投
資
の
比
重
の
高
六
一
を
あ
ら
わ
す
L
、
ま
た
第
二
次
産
業
部
門
白
拡
大
の
大
き
さ
も
同
様
の
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
公
共
投
資
の
大
き
さ
は
、
現
在
は
も
と
よ
り
十
年
後
に
お
い
て
も
西
l
イ
ツ
臼
現
存
と
く
ら
べ
て
、
日
本
経
済
に
治

け
る
資
本
の
集
中
、
生
産
力
の
集
積
、
し
れ
~
か
つ
て
ま
た
独
占
の
相
対
的
在
弱
古
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

所
得
倍
増
計
同
L

乙
公
共
投
資
料

第
八
七
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私
達
は
十
年
先
の
こ
と
よ
り
も
、
現
荘
の
時
点
区
考
祭
を
集
中

し
よ
う
。
そ
し
て
己
の
問
題
の
解
明
日
た
め
に
、
今
年
度
の
「
経

済
白
書
」
か
ら
統
計
を
借
用
L
ょ
う
。
第
八
表
は
日
本
と
西
独
の

大
企
業
一
社
当
り
の
設
備
投
資
額
と
資
本
金
額
と
を
比
較
し
た
も

白
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
れ
ば
、
日
本
は
消
費
財
部
門
や
財
政
投
融

資
で
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
造
船
、
建
設
部
門
に
沿
い
て
西
独
に
ま
さ

る
心
み
で
、
重
化
学
工
業
部
門
の
何
れ
に
お
い
て
も
、
と
〈
に
資

木
金
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
著
し
く
劣
勢
で
あ
る
こ
と
が
判
明

ム
c

る
。
然
る
に
設
備
投
資
に
ゐ
い
て
は
，
〈
の
割
に
背
伸
び
し
た
額

を
投
下
し
て
い
る
の
で
、
資
本
令
ユ
ニ
ッ
ト
に
苅
す
る
投
資
ユ
ニ

ッ
ト
の
割
合
に
恥
点
い
て
は
、
治
治
む
ね
七
、
八

O
%を
こ
え
る
比

率
と
た
っ

τ
い
る
。
し
か
も
日
本
の
場
合
、
資
本
金
釘
は
か
た
り

名
日
的
た
も
の
た
の
で
、
実
際
は
一

0
0
%を
こ
え
る
も
弘
が
多

い
で
あ
ろ
う
。

第
八
表
か
ら
、
私
達
は
色
々
の
こ
と
を
引
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

き
さ
に
指
摘
し
た
日
本
に
か
け
る
資
本
集
中
、
生
産
集
積
白
低
度
、

独
占
の
梢
刻
的
た
弱
さ
だ
け
で
は
な
い
c

独
占
問
の
過
当
競
争
、



設
備
投
資
の
重
塩
、
個
々
の
企
業
に
お
け
る
資
本
係
数
ま
た
は
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
・
コ
マ
ハ
ト
の
上
昇
、
他
人
資
本
、
借
入
金
の
過
多
、

資
本
費
用
(
金
融
費
聞
U

の
重
圧
、

モ
し
て
独
占
の
弱
体
を
補
強
し
、

聞
の
競
争
に
ひ
き
づ
ら
一
れ
る
公
共
投
資
そ
の
も
の
の
無
計
画
性
と
非
効
率
、
公
共
企
業
体
平
公
益
事
業
の
内
部
に
治
け
る
資
本
係
数
や

資
本
費
用
を
軽
減
分
担
す
る
た
め
の
公
共
投
資
の
過
大
、

独
占

資
本
費
用
の
上
昇
、
w

ぞ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
心
公
共
料
令
白
引
上
げ
等
々
で
あ
る
。
己
心
こ
と
は
、
ま
た
見
方
を
か
え
て
い
え
ば
、

一
固
に
お
け
る
公
共
投
資
の
比
重
や
モ
の
部
門
聞
の
配
分
は
、
資
本
集
中
平
生
産
集
積
の
程
度
、
設
備
投
資
の
規
模
、
資
本
係
数
の
大

小
、
経
済
成
長
白
速
度
、
産
業
構
造
と
産
業
連
関
心
変
化
た
ど
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
壮
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
勿
論
抵
は
こ
こ
で
公
共
投
資
の
法
則
を
た
て
よ
う
と
し
て

W
る
の
で
は
な
い
。
い
ま
の
と
と
ろ
、
己
れ
は
た
だ
一
つ
の
仮
説
に
す

ぎ
な
い
o

w
ぞ
う
い
う
仮
説
の
下
に
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
過
程
k
h
d
け
る
公
共
投
資
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
と
思
う
の

で
あ
る
。

「
所
得
倍
増
計
画
の
解
説
」
に
は
、
民
間
投
資
と
公
共
投
資
と
の
分
野
を
明
か
に
し
た
図
式
が
あ
る
。
己
と
で
は
と
れ
を
多
少
修
正

し
て
、
公
共
投
資
の
分
野
を
考
え
て
み
よ
う
。
己
申
図
式
は
も
ち
ろ
ん
不
充
分
去
も
の
で
あ
り
、
各
分
野
臼
ボ
ー
ダ
ー
・
ラ
イ
Y
仕
か

一
応
の
説
明
を
し
て
ゐ
己
う
。

ωは
公
共
投
資
の
一
方
の
限
界
で
あ
る
。
資
本
蓄
積
の
程
度
に
し
た
が
っ

た
り
あ
い
1
2

ま
い
で
あ
る
が
、

て
、
民
間
投
資
で
や
れ
る
分
野
と
い
う
怠
味
に
ゐ
い
て
で
あ
る
。
仰
は
公
共
投
資
の
他
の
限
界
で
あ
る
。
こ
の
分
野
は
す
で
に
の
ベ
た

「
行
政
投
資
」
の
対
象
で
あ
っ
て
、
財
政
上
の
「
消
費
的
経
費
」
陀
境
を
接
し
、

一
般
会
計
白
負
担
に
沿
い
て
行
わ
れ
る
公
共
事
業
白

領
域
で
あ
る
。

ωの
領
域
は
直
接
公
共
投
資
む
対
象
で
は
な
い
の
で
、
己
の
表
に
む
せ
る
の
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
己
れ
は
民

間
企
業
で
あ
り
な
が
ら
、

同
開
治
よ
び
倒
の
建
設
事
業
(
公
共
事
業
、
唱
庁
工
事
)
に
直
接
関
連
す
る
部
門
で
あ
る
と
い
う
音

ωと
側
同
仰
と
の
問
の
関
連
は
こ
う
で
あ
る
が
、
川
四
と
倒
、
倒
と

ω、
ωと
倒
と
の
聞
に
も
相
互
の
関
連
が
あ
る
。
川
刊
の
基
幹
産
業
は
国

所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資
伺

第
八
七
巻

五
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所
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倍
噌
訂
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公
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投
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第9表公共投資の分野
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(A) (B; 

基幹産業電力，鉄 国鉄竜々，百源開

銅造船等 発等

農 林 中 寸 企 業 地方公邑企業

(C) (D) 

建設企業その他 B 道路 港湾，治山

(D) '"関連産業 噛 水災宮復旧 i 

l住宅都市建設，工業|

|用地J 用水開発等 | 

生産資本

社会資本

-1 

第
八
七
巻

五
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第

号

有
化
で
き
ゐ
し
、
倒
の
政
府
企
業
に
は
民
間
資
本
も
准
出
で
さ
る
。
同
四
倒
の
関
連
に
つ

い
て
い
え
ば
、

「
行
政
投
資
」
白
形
は
倒
に
も
み
ら
れ
る
し
、
反
対
に
同
閣
の
公
共
事
業

を
企
業
形
熊
で
経
営
す
れ
ば
倒
に
近
く
去
る
。
と
く
に
地
方
公
共
団
体
の
営
む
事
業
K

つ
い
て
、

「
準
公
営
企
業
」
た
ど
と
い
う
範
時
を
も
う
け
、
独
立
採
算
制
を
強
制
す
れ

ば
、
簡
易
木
造
、
港
潜
整
備
事
業
、
病
院
、
市
場
、
と
畜
場
、
観
光
事
業
主
で
、
閣
の

範
囲
に
入
れ

b
れ
る
で
あ
ろ
う
。
川
判
的
聞
の
関
連
を
説
明
す
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。
基
幹
産

業
の
中
で
も
資
本
蓄
積
度
目
高
い
も
の
は
単
独
企
業
で
、
あ
る
い
は
共
同
出
資
白
形
で

ω白
建
設
企
業
と
結
ん
で
、

ωに
属
ず
る
港
湾
整
備
、
用
地
造
成
、
工
業
用
水
開
発
等

白
事
業
を
進
め
る
こ
ふ
し
が
で
き
る
。
こ
の
関
連
は
、
本
来
社
会
的
資
本
あ
る
い
は
社
会

的
費
用
と
目
さ
れ
て
、
政
府
事
業
平
政
府
企
業
の
刻
象
と
た
る
も
の
が
、
独
占
体
の
資

本
費
用
に
属
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
認
識
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

そ
と
で
、
さ
圭
の
閃
式
に
お
け
る
、

「
社
会
資
本
」
ま
た
は
ぞ
れ
と
「
生
産
資
本
」

Lr
一
白
区
別
と
関
連
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
概
念
も
ま
た
頗
あ
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
本
来

キ
ィ
，
イ
ン
〆
ス
ト
リ
ー

生
産
力
白
社
会
化
に
上
っ
て
出
現
し
て
き
た
社
会
総
資
本
的
企
業

l
基
幹
産
業
と
い
う
意
味
で
は
、

ω働
に
属
す
る
民
間
ゐ
上
ぴ
政

府
企
業
が
社
会
資
本
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
倍
増
計
画
」
は
、
社
会
的
間
接
資
本

1
社
会
的
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
・

コ
ス
ト
由
意
味
で
倒
的
を
「
社
会
資
本
」
と
呼
ん
で
い
る
上
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
社
会
資
本
」
の
投
入
(
公
共
投
資
)
を
国
民
経
済

に
対
す
る
資
本
係
数
、
ま
た
は
国
民
総
生
産
白
た
め
の
一
「
原
単
位
」
と
し
で
と

b
え
よ
う
と
す
る
新
し
い
視
角
が
あ
る
。
と
れ
は
公
共



イ

投
資
を
は
じ
め

τ理
論
的
、
計
画
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
「
倍
増
計
画
」
の
特
徴
と
し
て
大
い
に
評
価
さ
れ
る
へ
き
で
あ
る
。

し
か
し
現
実
に
は
「
計
画
」
に
上
っ
て
指
導
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
川
仰
の
独
占
企
業
の
設
備
投
資
競
争
に
よ
っ

τみ
ち
び
か
れ
る
産

業
構
造
白
高
度
化
過
程
で
は
一
、
芯
共
投
資
は
独
占
の
資
本
係
数
の
軽
減
ま
た
は
資
本
費
用
の
分
担
と
い
う
機
能
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。

ぞ
れ
が

ωω
同
仰
の
公
共
投
資
を
一
貫
す
る
基
本
的
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
い
う
公
共
投
資
の
共
通
性
を
認
め
た
上
で
、
古
て
つ
社
会
資

本」
L

し
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
と
く
に
仰
の
「
行
政
投
資
」
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
「
社
会
的
費
用
」
の
意
味
を
多
分
に
も
つ

主要円業種における限堺資本係数

I 30-----3狩ー I31_33年 132~町一

製造業 0.91 i 1.23 I 1.05 
鉄鋼 0.54 I 1.55 2.31 

化学(除肥料) I 1.砧 2.48 3.56 

一般機械 0.30 I 0.38 I O.日
電気機械 0.60 0.55 0.60 

繊維 0.80 2.88 1.23 

1 電 力 I 7.53 I 日日 7.9~

(備考〉 限界資本係数=有形固定資産増加分/附

加価値の増加分 〔経済白書. 12'l良〕

第四表

所
得
倍
哨
計
画
と
公
共
投
資
伺

と
五
わ
ね
ば
な
b
た
い
。
そ
れ
は
独
占
の
生
産
力
を
上
昇
さ
せ
る
「
設
備
投
資
」
の
性
格

を
も
ヲ
が
、
社
会
的
に
は
「
費
用
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
c
(
K
W
ヵ

ツ
プ
、
私
的
企
業
と
社
会
的
引
用
、
参
照
)
以
上
の
よ
う
な
「
公
共
投
資
の
分
野

L
t
示
す
図

式
の
説
明
を
前
提
と
し
て
、
日
木
経
済
白
凶
刷
四
川
仰
の
分
野
に
お
け
る
公
共
投
資
の
分
析
に

立
入
ろ
号
。
と
の
場
合

ωの
農
林
、
中
小
企
業
白
公
共
投
資
は
、
産
業
構
造
の
高
度
化
に

つ
い
て
軍
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
が
紙
同
白
都
令
で
省
略
す
る
。
ま
た
仰
の
「
行
政
投

資
」
に
つ
い
て
は
必
要
な
限
り
で
の
論
述
に
と
と
め
た
い
。

一一一

0
年
度
以
降
の
は
げ
し
い
設
備
投
資
の
過
程
で
、
独
占
企
業
ま
た
は
新
し
い
開
発
産

業
の
部
門
で
資
本
係
数
の
著
し
い
卜
男
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
景
気
の
上

昇
期
キ
産
業
構
造
の
高
度
化
の
時
期
に
は
必
ず
お
と
る
事
態
で
あ
る
が
、
資
本
係
数
と
は

産
問
係
数
の
逆
数
で
あ
る
か
ら
、
現
在
に
ゐ
け
る
企
業
の
収
益
力
の
圧
迫
、
将
来
に
お
け

る
生
産
能
力
の
過
剰
と
い
う
こ
側
聞
を
も
っ
て
い
る
。
資
本
係
数
の
重
化
学
工
業
部
門
に

第
八
七
巻

1i 

第

号

七
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所
得
倍
増
計
四
と
公
共
投
資
伺

第
八
七
巻

五
巨ヨ

第

号

ノ¥

h
d
け
る
上
昇
の
実
態
を
み
よ
う
。
こ
む
中
で
こ
の
数
年
間
一
貫
し
て
上
昇
の
み
ら
れ
る
部
門
は
鉄
剣
と
化
学
部
門
で
あ
る
。
鉄
鋼
に
つ

い
て
は
合
理
化
投
資
か

b
用
地
造
成
の
費
用
を
含
む
と
み
ら
れ
、
化
学
部
門
は
と
く
に
石
油
化
学
の
ご
と
き
新
産
業
基
盤
田
建
設
費
用

を
ふ
く
む
と
み
b
れ
る
。
電
力
部
門
仕
一
貫
し
て
最
も
高
い
資
本
係
数
を
示
し
て
い
る
。
た
沿
己
の
期
間
軽
微
で
は
あ
る
が
、
除
々
に

上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
一
般
府
械
部
門
も
無
視
し
が
た
い
V

O

そ
れ
は
「
倍
増
計
画
」
に
沿
い
て
戦
略
産
業
の
地
位
を
与
え

b
れ
、
五

兆
五
千
億
円
と
い
う
投
資
額
と
、
専
門
化
、
大
規
模
化
と
を
予
定
さ
れ
て
い
る
部
門
だ
か
ら
で
あ
る
。

資
本
係
数
の
上
昇
は
、
す
で
に
指
摘
L
た
よ
う
に
、
合
理
化
ま
た
は
技
術
革
新
投
資
の
盛
行
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
将
来
に
沿
け
る

産
業
構
造
の
高
度
化
や
生
産
力
の
上
昇
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
る
υ

し
か
し
同
時
に
工
場
の
新
設
拡
張
、
工
場
用
地
の
造
成
に
み
b
れ

る
よ
う
に
、
は
げ
し
い
土
地
獲
得
競
争
を
通
じ
て
の
、
地
価
、
地
代
日
急
騰
を
も
反
映
し
て
い
る
と
み
b
れ
な
い
こ
と
は
在
い
。
ま
た

原
価
一
山
か
ら
み
る
た
ら
ば
、
長
期
固
定
資
産
調
達
の
た
め
臼
は
げ
し
い
貸
付
資
本
獲
得
競
争
に
主
る
金
融
袈
川
m
D
上
昇
を
も
あ

b
わ
し

て
い
る
。
地
価
、
地
代
、
利
子
の
高
騰
を
ふ
く
ん
で
の
資
本
費
用
の
上
昇
は
、
産
業
構
造
の
高
度
化
に
刈
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
要
閣
で
あ

担
、
イ
ン
フ
V

ふ
く
み
の
高
度
成
長
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

U

勿
論
こ
う
い
う
意
味
の
資
本
費
用
の
増
大
に
た
え
る
た
め
、
独
占
は
栢

互
に
経
営
を
結
合
ま
た
は
分
割
し
、
あ
る
い
は
金
制
機
関
と
連
け
い
し
、
集
中
的
投
資
本
調
達
機
構
を
形
成
し
、
公
共
投
資
に
拍
車
を

前
回
の
「
経
済
力
白
地
域
的
格
差
と
地
域
的
集

か
け
る
。

後
者
、

と
く
に
公
共
投
資
を
ふ
く
め

τ
の
集
権
的
な
資
本
調
達
機
構
は
、

中
」
に
沿
い
て
の
べ
た
よ
う
に
、
戦
後
白
高
度
成
長
過
程
に
沿
け
る
最
大
白
特
徴
で
あ
り
、
総
体
と
し
て
の
金
融
市
場
の
観
点
か

b
再

論
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
紙
商
の
都
八
甘
か

b
省
略
し
、
本
摘
で
は
産
業
構
造
の
側
面
か
b
m
基
幹
産
業
に
対
す
る
公
共
投
資
の

問
題
だ
け
を
取
扱
う
。

こ
の
場
合
、
第
九
表
に
市
さ
れ
た
よ
う
を
資
本
係
数
の
極
め
て
河
川
勺
ま
た
モ
の
上
井
市
中
の
は
げ
し
い
屯
力
干
鉄
鋼
部
門
の
問
題
で



イ

あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
と
の
阿
部
門
に
対
す
る
公
共
投
資
の
比
高
は
高
い
。
電
力
の
ご
と
き
は
、
最
も
資
本
賀
川
の
品
い
電
源
闘
発

部
門
を
、
九
九
%
政
府
出
資
白
電
源
開
発
株
式
会
社
と
し
て
分
割
し
て
い
る
。
さ
ら
に
九
電
力
は
完
全
な
地
域
的
独
占
の
形
態
を
と
っ

て
い
る
。
鉄
鋼
部
門
は
電
力
に
く

b
eへ
れ
ば
民
間
企
業
に
近
い
が
、
そ
の
中
で
も
八
幡
、
富
士
白
二
大
製
鉄
は
国
策
会
社
「
日
鉄
」
の

分
割
さ
れ
た
形
態
と
し
て
、
別
措
の
資
本
、
生
産
白
集
中
度
を
維
持
し
て
い
る
。

電
力
、
二
大
製
鉄
が
他
白
民
間
基
幹
部
門
と
公
共
企
業
体
と
の
中
間
に
位
す
る
別
格
白
大
企
業
と
し

τ笠
立
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た

こ
れ
ら
の
部
門
が
公
共
投
資
臼
大
き
左
わ
け
前
を
独
占
し
て
き
た
こ
と
自
体
、
実
は
わ
が
国
の
基
幹
産
業
に
お
け
る
資
本
、
生
産
白
集

中
の
低
位
と
企
業
の
結
合
、
独
占
の
弱
さ
を
あ
ら
わ
し

τ
い
る
。
最
近
こ
れ
ら
の
部
門
で
国
の
内
外
白
競
争
に
促
さ
れ
て
、
化
学
、
機

械
部
門
と
白
結
合
(
コ
ゾ
ピ
ナ
l

ト
)
の
動
き
が
で
て
い
る
の
は
、
わ
が
閏
の
独
占
に
治
げ
る
新
し
い
兆
候
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
H

だ
ろ
う
。

(
内
田
旦
美
、
日
本
重
化
学
工
業
化
と
大
企
業
規
模
心
オ
盾
、
経
済
評
論
、
一
一
五
年
一
一
月
号
)

す
で
に
白
ベ
た
わ
が
国
に
お
け
る
独
占
の
相
対
的
左
弱
さ
(
国
際
的
な
視
点
か
ら
み
て
)
は
、

る
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
。
わ
が
国
で
は
ア
メ
リ
カ
に
み
b
れ
る
主
う
な
典
型
的
な
管
理
価
格
が
み
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は

独
占
価
格
の
問
顕
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い

木
況
時
に
者
け
る
独
占
価
指
D

「
下
方
硬
直
性
」
に
と
ぼ
し
い
な
ど
と
い
う
現
象
は
モ
れ
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
さ
き
に
明
か
に
し

た
よ
う
な
、
民
聞
の
基
幹
産
業
と
公
共
企
業
休
と
の
ボ
ー
ダ
ー
-
一
フ
イ

γ
の
あ
い
ま
い
さ
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
モ
れ
ら
の
連
続
性
は
、

わ
が
国
に
は
公
共
料
金
と
い
う
特
殊
な
管
理
価
格
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
独
占
価
格
を
補
完
し
て
い
る
と
与
b
札
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ

が
国
白
公
共
料
金
は
「
特
殊
な
安
さ
」
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
面
白
高
度
成
長
過
程
で
は
、
モ
の
「
仁
井
速
度
は
「
特
妹
な
述
さ
」

を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
公
共
料
金
の
分
析
に
立
入
る
余
裕
は
在
い
が
、
基
幹
産
業
と
公
共
企
業
体
と
の
相
互
補
完
的
危
機
能
は
、
公

共
企
業
体
の
側
か
ら
次
節
で
明
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

所
持
倍
増
計
画
と
去
共
投
資
料

第
八
七
巻

市:
五

第

号

ブL
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C 

五

会
共
企
業
体
に
お
け
る
資
本
費
用

こ
こ
で
公
共
企
業
体
と
は
、
さ
き
白
「
公
共
投
資
の
分
野
」
を
一
市
す
表
の
舗
の
領
域
を
う
け
も
つ
、
国
平
地
方
公
共
団
体
の
営
む
企

業
白
こ
と
が
人
さ
し
て
い
る
。
団
と
川
四
倒
と
の
関
連
の
深
さ
は
勿
論
前
提
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
産
業
構
造
の
再
度
牝
と
と
も
に
、
公
共
企
業
体
そ
の
も
の
の
位
置
平
機
能
が
変
っ
て
く
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
共
企
業
体
あ
る
ら
は
公
益
企
業
と
い
う
と
、
い
か
に
も
一
般
公
衆
干
消
費
者
の
利
益
に
奉
仕
す
る
も
の
白
上
う
に
考
え

b
れ
る
。
そ

の
た
め
に
F
一
れ
は
サ

1
ピ
月
産
業
た
日
し
と
い
わ
れ
た
り
、
第
三
次
産
業
部
門
あ
っ
か
い
を
う
け
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
た
と
い
同
じ

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
床
犀
の
料
金
ギ
国
飲
料
金
の
値
上
げ
を
、
同
じ
「
サ
l
ピ
見
料
金
」
の
問
題
と
し
て

扱
う
こ
と
は
見
当
遣
い
で
あ
る
。
産
業
構
造
¢
侭
位
の
段
階
で
は
、
公
共
作
業
倖
は
ご
般
公
衆
」
へ
の
サ
l
ピ
ー
ス
を
主
と
し
て
行

っ

τい
る
と
み
て
も
大
し
た
誤
り
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
産
業
構
造
の
高
度
化
と
と
も
に
、
公
共
企
業
体
の
ア
ウ
ト
・
プ
ッ
ト
、
イ

γ
・
プ
ッ
ト
の
闘
係
か
ら
み
て
、
即
ち
モ
れ
が
購
入
す
る
原
材
料
、
同
ぞ
れ
が
提
供
す
る
生
産
物
又
は
サ
ー
ビ
ス
よ
り
み
て
、
次
第
に
重

化
学
工
業
部
門
の
独
占
と
の
関
係
が
伊
休
ま
り
、
そ
れ
自
体
生
産
財
生
産
部
門
ま
た
は
重
化
学
工
業
部
門
に
属
す
る
性
格
を
つ
よ
め
て
き

て
い
る
。

モ
う
い
う
例
を
あ
げ
れ
ば
い
く
つ
も
あ
る
。
わ
が
同
の
同
有
鉄
道
は
い
わ
ゆ
る
「
客
主
貨
従
」

(
旅
客
収
入
中
心
)
の
輪
以
構
造
を
な

が
く
た
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
戦
時
中
か
ら
「
産
業
輸
送
の
大
動
脈
」
と
い
う
性
格
歩
も
ち
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
公
共
や
業
体

r近
い
屯
力
産
業
忙
対
す
る
重
要
も
、
昭
和
の
初
期
ま
た
終
戦
直
後
は
屯
燈
て
電
力
三
の
割
合
だ
っ
た
の
が
、
現
主
で
は
電
時
て

電
力
五
以
上
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
産
業
用
電
力
の
需
要
者
も
大
正
の
末
期
で
は
交
通
業
が
筆
頭
で
紡
績
工
業
、
化
学
工
業
と



む
し
ろ
サ
ー
ビ
ス
平
消
費
財
生
産
の
動
力
を
主
体
と
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
化
学
工
業
平
金
属
工
業
が
主
た
る
大
口
需
要
者
で
、
七
交

通
や
紡
績
の
比
重
は
は
る
か
に
お
ち
で
い
る
。
や
や
特
殊
な
ケ
ー
ス
だ
が
、
日
本
白
坂
専
売
が
財
政
専
売
上
り
「
公
益
専
売
」
に
移
行

し
て
い
っ
た
の
は
、
食
用
塩
に
対
し
工
業
坂
の
比
重
が
除
々
に
高
ま
っ
た
大
正
の
中
期
、
さ
ら
に
化
学
工
業
が
急
速
に
発
展
し
た
満
州

事
変
以
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
ょ
う
左
傾
向
は
、
最
近
の
産
業
構
造
高
度
化
の
下
で
一
ぞ
う
促
進
司
れ
た
し
、
さ
ら
一
に
一
モ
た
つ
広
い
範
阿

の
公
共
企
業
体
(
地
方
公
営
企
業
主
で
を
〉
を
も
と

b
え
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
地
方
公
常
の
水
道
事
業
で
は
工
業
用
水
白
供
給
が
ふ
え

つ
つ
あ
り
、
地
方
公
営
の
電
源
開
発
で
も
、
ガ
ス
事
業
で
も
工
場
向
の
比
重
が
増
大
し
て
い
る
。
ガ
ス
事
業
で
は
ま
た
高
炉
ガ
ス
ギ
コ

ー
ク
ス
炉

m一
利
用
と
い
う
点
か

b
、
製
鉄
業
と
の
特
殊
な
連
け
い
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
諸
例
は
公
共
企
業
体
モ
の
も
り
が
重

化
学
工
業
部
門
に
引
入
れ
ら
れ
で
い
る
と
い
う
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
公
共
企
業
体
そ
の
も
の
が
、
民
間
の
独
卜
門
的
基

幹
産
業
と
の
関
係
で
、
「
投
資
は
投
資
を
呼
ぶ
」
と
り
つ
法
則
の
作
用
を
う
け
、
独
占
の
資
本
費
用
台
分
担
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

資
木
設
用
ま
た
は
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
・
コ
ス
ト
を
広
義
に
と
れ
ば
、
流
通
費
用
、
金
融
費
用
、
運
送
費
用
の
一
部
も
含
め
ら
れ
る
が
、

己
れ
b
は
現
在
の
経
済
成
長
の
無
計
画
性
や
独
占
聞
の
過
当
競
争
を
反
映
す
る
も
の
が
多
加
。
そ
し
て
こ
れ
も
公
営
白
交
通
事
業
平
涌

信
事
業
が
ひ
き
う
け
て
い
る
。
通
勤
者
や
旅
客
白
時
間
的
、
季
節
的
交
通
需
要
の
ピ
l

グ
、
と
れ
は
巨
大
た
同
定
設
備
を
か
か
え
た
交

通
業
の
経
営
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
に
左
つ
ず
い
る
こ
と
は
よ
く

L
b
れ
て
い
る
。
道
路
を
パ
ス
が
独
占
し
、

d

ダ
ン
プ
・
ヵ
ー
が
道
路
を

ま
め
っ
さ
せ
る
、
こ
れ
も
道
路
へ
の
「
行
政
投
資
」
を
促
す
理
由
で
あ
る
。
独
占
闘
の
競
争
に
上
る
宣
伝
広
告
費
な

rの
涜
通
費
用
の

上
昇
は
、
こ
れ

b
の
費
用
を
ひ
さ
う
け
る
特
別
の
一
企
業
部
門
主
分
化
さ
吐
る
原
悶
に
を
る
が
、
乙
れ
も
わ
が
国
で
は
公
営
の
通
信
事
業

が
分
担
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

所
何
倍
哨
計
画
と
公
共
投
資
伺

第
八
七
巻

五
七

第
二
号



所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資
伺

第
八
じ
巻

五
ノ、

第
-
一
号

以
上
に
の
べ
た
よ
う
な
産
業
構
造
高
度
化
過
程
に
お
け
る
公
共
企
業
体
部
門
の
性
格
と
産
業
連
関
の
変
化
v

と
く
に
独
占
体
と
の
関

連
の
変
化
か
ら
、
公
共
企
業
体
の
資
本
構
成
や
財
務
構
造
に
い
か
な
る
変
化
が
治
こ
っ
て
い
る
か
、
考
祭
し
て
み
よ
号
。
も
と
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
公
共
企
業
休
の
部
門
を
こ
と
で
取
扱
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
高
度
成
長
下
の
公
共
企
業
体
の
矛
盾
を
集
中
的
に
あ

ら
わ
し
て
い
る
上
う
な
弛
方
公
営
企
業
に
焦
点
を
あ
て
よ
う
。

民
間
産
業
で
は
電
力
、
運
輸
部
門
が
そ
う
で
あ
る
が
、
公
営
企
業
で
は
一
般
に
資
産
構
成
中
固
定
資
産
の
比
率
が
九
O
併
を
と
え
る

も
の
、
そ
れ
に
接
近
し

τ
wる
も
の
が
多
い
。
地
方
公
営
企
業
も
モ
白
例
に
も
れ
な
い
。
と
く
に
地
方
公
営
心
電
力
事
業
平
水
道
事
業

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
三
・
七
%
、
九
二
・
九
%
と
W
う
比
率
を
し
め
し
で
い
る
。
そ
う
で
あ
h
ば
と
モ
、
公
共
企
業
体
ー
と
い
う

形
態
を
と
り
、
公
共
投
資
の
対
象
と
な
b
ざ
る
を
え
た
い
の
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
公
共
企
業
体
は
一
般
に
き
さ
に
の
べ
た
よ
う
た
産
業

連
関
に
よ
っ
て
、
民
間
の
急
返
左
設
備
投
資
に
ひ
き
づ
ら
れ
て
、
設
備
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
在

b
左
い
。
と
く
に
地
方
公
営
企
美
の
場

合
は
、
戦
中
戦
後
民
投
資
が
お
さ
え
ら
れ
、
施
設
が
荒
膚
局
し
て
、
三
O
年
以
後
白
工
場
の
建
設
、
人
口
の
集
中
、
地
域
の
急
速
在
都
市

化
に
よ
り
、
施
設
の
建
設
改
良
を
せ
ま

b
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
と
れ
を
モ
白
財
務
構
造
よ
り
み
れ
ば
、
長
期
固
定
資
産
、

建
設
改
良
費
の
増
大
、
そ
れ
を
賄
う
地
方
公
営
企
業
債
の
増
加
と
い
う
こ
と
に
在
る
。
政
府
の
財
政
投
融
資
計
画
に
島
け
る
地
方
企
業

債
の
比
率
も
増
加
し
て
い
る
が
、
と
く
に
地
方
債
計
画
中
に
お
け
る
地
方
公
営
企
業
債
の
比
重
は
、
三

0
年
度
白
二
回
・
O
%
か
ら
、

コ
一
五
年
度
白
五
二
・
O
%
で
一
赦
会
計
や
直
轄
事
業
分
の
地
方
債
を
圧
し
て
膨
脹
し
た
。

と
こ
ろ
で
地
方
公
営
企
業
に
お
け
る
資
本
係
数
や
資
本
費
胤
の
問
題
は
、
己
乙
で
姿
を
変
え
て
、
企
業
債
や
利
子
負
担
、
償
還
費
の

問
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
資
金
運
用
部
、
簡
保
資
金
等
の
政
府
資
金
に
工
る
公
企
業
債
の
引
受
け
に
し
て
も
、
戦
前
陀
く
ら
べ
る
と

条
件
は
悪
化
し
て
い
る
。
し
か
も
公
営
企
業
債
の
場
合
は
、
直
接
民
間
投
資
白
資
金
源
と
競
合
す
る
市
中
公
募
債
O
分
が
多
く
た
っ
て



い
る
。
条
件
は
大
体
に
お
い
て
、
政
府
資
金
心
場
合
、
利
率
六
分
五
属
、
償
還
年
限
二
丘
年
で
あ
る
が
、
公
募
債
は
七
分
六
原
、
七
年

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
固
定
資
産
の
耐
用
年
数
は
、
広
道
事
業
の
場
合
大
体
干
均
五
五
年
、
電
気
事
業
の
場
合
は
四

O
年
以
上
と
さ
れ
て

減
価
償
却
に
よ
っ
て
企
業
債
償
還
を
ま
か
た
わ
ざ
る
を
え
友
い
が
、

い
る
。

公
営
企
業
の
場
合
は
、

利
子
負
担
や
企
莱
債
償
還
費
の

方
が
減
価
償
却
費
を
は
る
か
に
突
破
す
る
と
い
う
場
合
が
生
じ
る
。
モ
こ
で
こ
れ
b
金
融
費
用
の
減
価
償
却
費
を
超
過
す
る
部
分
を
も

「
原
価
」
の
中
に
ふ
く
め
て
、
こ
れ
を
公
共
料
金
に
上
っ
て
回
収
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
建
設
改
良
投
資
は
地
方
債
に
よ
っ
て
で

地方公営企業における資本的収支

(単位百万円〕

第11衰

1昭和28I附和29I昭和初|昭和31

酌収入 14，447 17，619 20，234 25，361 

害慣例 12，737 15，981 18，010 21，836 

')J 金 371 319 422 456 

負担金 370 251 254 401 

の 他 969 1，068 1，548 2，668 

的支出 22，5日O 27，378 29，195 39，924 

改良山恒) 20，756 23，435 23，289 32，GG2 

償還費(C) 1，313 2，375 4，009 5.245 

。イ血 511 1，568 1，897 2，027 

ヲ| .6 8，133 ム 9，759ム 8，961 ム14，563

<100 62% 68% 77')'， 67% 

、10C 1冊。 15% 221Jる

本
一
説
務
モ

A
一B
C
一A

企

揃

工

そ

え

建

債

資

資

差

所
得
倍
増
計
画
主
公
共
投
資
伺

は
な
く
、
公
共
料
金
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
円
る
白
で

(山野手吉，公営事業心現状と分析〉

あ
る

い
や
建
設
改
良
投
資
が
地
方
債
(
公
募
債
)
に
主
ヮ
て
ま
か

な
わ
れ
る
た
め
に
、
公
共
料
金
量
引
上
げ
ざ
る
を
え
な
い
と
も
い
え

ょ
う
。
い
ま
己
白
状
況
を
地
方
公
営
企
業
臼
資
本
勘
定
の
推
移
を
み

る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
に
し
よ
う
。
第
十
表
だ
け
で
は
、
営
業
勘
定

に
お
け
る
料
金
収
入
と
の
関
係
は
明
か
で
は
な
い
が
、
建
設
改
良
費

に
刻
ず
る
企
業
債
収
入
の
割
合
が
大
で
あ
る
こ
と
、
企
業
債
収
入
に

対
す
る
債
務
償
還
費
の
比
重
が
年
々
一
貫
し
て
上
昇
し
、
建
設
改
良

に
ま
わ
る
資
金
を
枯
渇
さ
せ
て
い
る
己
と
か
ら
、
そ
れ
白
料
金
収
入

へ
の
し
わ
ょ
せ
と
い
っ
た
事
態
は
沿
わ
よ
そ
推
測
で
き
よ
う
。

民
間
基
幹
産
業
の
設
備
投
資
の
場
合
も
、
あ
い
か
わ
ら
ず
、
他
人

資
本
、
金
融
費
胤
白
比
重
は
大
き
い
。
こ
れ
は
日
本
経
済
の
国
際
競

第
八
七
巻

五
九

第
二
号



所
得
倍
増
計
回
と
公
共
投
資
伺

第
入
七
巻

/、。
第

同

争
力
を
そ
ぐ
一
因
と
い
「
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
は

t

各
国
主
し
の
ぐ
巨
大
友
利
潤
が
あ
る
。
ハ
三
王
年
度
、
経
済
自
害
、
三
二
九

頁
)
公
共
企
業
体
の
場
合
は
全
く
こ
の
条
件
を
欠
い
て
い
る

n

そ
の
貸
本
費
用
、
金
融
費
用
の
負
担
は
ぢ
か
に
企
業
を
圧
迫
し
、
ひ
い

て
は
国
民
大
衆
を
圧
迫
す
る
。

し
か
も
民
間
基
幹
産
業
(
独
占
体
)
の
資
本
費
用
、

金
融
費
用
の
二
郎
を
、
公
共
投
資
と
公
共
企
業
体

が
分
担
し
て
、
そ
の
一
両
度
成
長
を
援
助
し
て
い
る
と
み
る
と
き
、
最
終
的
に
読
が
誰
の
一
一
品
何
度
成
長
主
ま
か
た
っ
て
い
る
か
が
明
か
に
左

る

社
会
資
本
(
公
共
投
資

)
l国
民
経
済
又
は
国
民
生
産
力
の
資
本
係
数
又
は
原
単
位
と
い
う
所
得
倍
増
計
画
の
図
式
が
現
実
に
は

何
を
音
山
味
す
る
こ
と
に
な
る
か
明
か
で
あ
ろ
う
。

-J、
公
共
投
資
の
計
画
理
論

公
共
投
資
H
H
国
民
経
消
の
原
単
位
と
い
ろ
図
式
は
、
公
共
投
資
の
牛
産
力
的
側
面
に
注
目
し
て
、
国
民
所
得
の
何
%
の
仲
び
に
は
公

共
投
資
が
ど
れ
だ
け
必
要
か
を
推
計
し
、
公
共
投
資
を
計
阿
的
に
規
制
し
よ
う
と
す
る
「
倍
増
計
画
」
の
新
し
い
観
点
で
あ
っ
た
。
し

か
し
民
間
産
業
の
投
資
競
争
に
ひ
き
づ
ら
れ
る
現
在
の
公
共
投
資
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
こ
の
規
制
が
可
能
で
あ
る
か
疑
問
で

あ
る
。
事
実
「
倍
増
計
画
」
は
貯
蓄

1
投
資
の
パ
ラ

γ
丸
か
ら
投
資
額
の
ワ
グ
令
決
定
し
、
己
れ
を
公
共
投
資
の
各
分
野
に
割
り
ふ
る

と
い
う
別
の
規
制
方
法
を
も
提
示
し
て
い
る
。

公
共
投
資
が
生
産
基
盤
を
か
た
め
、
生
産
力
要
因
に
な
る
こ
と
は
否
定
L
が
た
い
。
し
か
し
現
実
の
公
共
投
資
は
、
独
占
問
白
競
争
、

無
政
府
的
な
設
備
投
資
、
生
産
力
の
無
計
画
的
た
増
大
、
主
こ
か
ら
沿
己
る
経
済
生
活
の
混
乱
、
社
会
生
活
の
矛
盾
た
ど
を
解
消
す
る

た
め
に
事
後
的
に

l
公
共
投
資
の
分
野
に
治
け
る
投
資
不
足
が
様
々
の
混
乱
と
矛
盾
を
引
き
お
こ
し
た
後
で

l
l行
わ
れ
る
己
と
が

多
い
。
モ
己
に
公
共
投
資
が
「
生
産
資
本
」
よ
り
も
「
社
会
資
本
」
、
実
は
社
会
的
費
用
を
分
担
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
側
面
が
あ
る
の



で
あ
り
、
生
た
公
共
投
資
に
は
牛
産
力
創
出
の
機
能
よ
り
も
、
需
要
創
出
的
機
能
や
生
産
と
消
設
と
の
ア
ン
パ
ラ

γ
ス
を
う
ず
め
る
役

割
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
o

さ
ら
に
ま
た
公
共
投
資
が
均
衡
の
と
れ
た
経
済
成
長
を
指
導
す
る
よ
り
も
、
独
占
聞
の
競
争
に

ひ
き
づ
ら
れ
℃
、
そ
れ
自
体
無
統
制
に
な
り
重
複
!
投
資
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。
モ
こ
に
公
信
用
品
、
財
政
力
に
よ
る
規

制
の
ワ
ク
が
あ
る
も
の
の
、
実
は
民
間
投
資
に
た
い
公
信
用
や
財
政
力
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
一
面
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
か
え
っ
て
公
共

投
資
は
無
統
制
に
流
れ
る
危
険
が
あ
る
。
こ
と
数
年
来
の
公
共
投
資
H
H
財
政
投
融
資
の
膨
脹
に
は
モ
の
危
険
が
明
か
に
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
「
所
得
倍
増
計
画
」
は
、

「
公
共
投
資
に
よ
る
産
業
の
適
正
配
置
」
を
「
わ
が
国
の
経
済
の
体
質
あ
る
い
は
構
造
を
変
革
す
る

(
解
説
、
一
B

三
頁
〕
と
み
て
い
る
。
こ
れ
は
実
際
わ
が
国
白
二
重
構
造
を
是
正
す
る
と
い
う
「
倍
増
計
画
」
の

た
め
の
基
木
的
な
手
段
」

成
否
を
か
け
た
政
策
目
標
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
政
策
領
域
こ
そ
、
民
間
投
資
に
ひ
き
づ
ら
れ
る
公
共
投
資
に
刈
し
て
、
真
に
「
計

画
と
し
て
の
公
共
投
資
」
が
自
立
す
べ
き
領
域
で
あ
り
、
最
大
の
困
難
が
予
想
せ
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
ろ
う
。

産
業
の
適
正
配
置
計
画
は
い
わ
ば
公
共
投
資
に
よ
る
新
な
産
業
基
盤
の
形
成
で
あ
り
、
地
域
開
発
計
画
で
あ
る
。
し
か
し
民
間
資
木

は
工
業
白
地
域
集
中
の
矛
盾
の
ハ
ネ
カ
エ
り
を
一
部
う
け
な
が

b
、
容
易
に
政
府
白
計
画
を
信
用
し
よ
う
と
し
な
い
。
大
鉄
鋼
メ
ー
カ

・
し
か
る
に
各
産
業
、
各
企
業
が
生
産
の
拡
大
に
応
じ
て
新
し
い
工
場
立
地
を
求
め
る

ー
の
代
表
は
次
の
よ
う
に
一
五
っ
て
い
る
。

「

の
は
最
も
急
で
あ
り
、
か
か
る
産
業
関
連
付
帯
条
件
的
整
備
(
公
共
投
資
に
よ
る
産
業
適
正
配
置
計
画
)
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
、
と
て
も

間
に
合
う
も
の
と
は
考
え

b
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
産
業
日
立
場
か
ら
い
え
ば
、
産
業
立
地
白
適
正
化
を
図
る
己
と
に
つ
い
て
い
吉
さ

か
も
異
議
を
さ
し
は
さ
む
も
の
で
は
な
い
が
、
か
か
る
長
期
的
な
諸
対
策
と
と
も
に
各
産
業
、
各
企
業
が
現
実
に
進
出
し
よ
う
と
し

τ

い
る
地
域
の
産
業
関
連
設
備
の
整
備
、
つ
ま
り
港
湾
、
運
輸
関
係
の
整
備
、
工
業
用
水
の
確
保
、
用
地
確
保
に
伴
う
農
地
転
換
の
敏
速

化
、
土
地
の
値
上
が
り
防
止
の
対
策
、
さ
ら
に
現
在
各
企
業
が
最
も
も
て
余
し
て
い
る
漁
業
補
償
の
問
題
等
に
つ
い
て
、

一
日
も
早
く

所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資
伺

第
八
七
巻

ー」

ノ、

第
二
号

五



所
得
倍
増
計
画
と
公
共
投
資
伺

第
λ
七
巻

ノ、

第
一
す

ノ、

合
理
的
な
解
決
の
で
さ
る
工
う
左
政
府
心
待
段
の
配
慮
主
要
請
し
た
い
。
」
(
日
経
、
十
一
月
二
九
日
)
す
な
わ
ち
こ
こ
で
も
資
本
は
「
公

共
投
資
に
よ
る
情
造
政
策
」
よ
り
も
、
民
間
投
資
に
従
属
す
る
公
共
投
資
を
望
ん
で
い
る
上
う
で
あ
る
。

公
共
投
資
は
民
間
投
資
の
集
中
す
る
地
域
に
集
中
す
る
。
事
実
こ
れ
ま
で
の
高
度
成
長
過
料
を
検
討
し
て
み
れ
ば
そ
う
で
あ
っ
た
。

第
十
二
表
は
、
モ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
事
実
に
お
い
て
と
う
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
公
共
投
資

1
閏
民
総
生
産
の
原
単
位
と
い
う
計

商
埋
諭
か
ら
い
っ
て
も
、
と
う
た
ら
ざ
る
を
え
た
い
。
こ
う
い
う
公
共
投
資
白
地
域
的
集
中
|

1
ひ
い
て
は
民
間
投
資
の
地
域
的
集
中

四大工業地帯における公共投資の全

国公共投資に対する比率の推移

22~2叩 1 31年 1 32年 33'l' 1 

[ 26~_~巴竺互日目
〔備考) (1)四大工業主也惜とは東京都，神奈川1，愛

知，大阪，兵h]I，福岡のj向原

(z)31年， 32， 33勾は「粍済白古J，22~24 

年平均は「経済安定本部，公共事某:!そ

等府県別配分一覧表」による。

(3)22~24年平均の公共投資は，生産，交

通. slゴヒ保全， 民と仁施設問悟りもの，

31年以降位向111，道路，都市計回，公

話佐宅，港湾関係凸公共投資。

第12表

i
ー
を
是
正
し
、
合
理
的
な
公
共
投
資
の
地
域
的
配
分
を
い
か
に
実
現
す
る
か
。
こ

れ
は
未
附
発
地
帯
の
開
発
、
同
土
保
全
、
治
山
治
水
関
係
白
公
共
投
資
自
課
題
で
あ

る
が
、
乙
の
立
に
な
る
と
「
併
料
計
画
」
の
型
論
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
も
っ
と
も

一
応
の
配
分
基
準
は
あ
る
に
は
あ
る
。

「
投
資
効
率
基
準
方
式
」
と
い
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
関
係
の
公
共
投
資
は
、
道
路
、
港
湾
関
係
の
も
の

の
よ
う
に
、

G
N
P
の
水
準
を
高
め
る
積
極
的
な
攻
因
と
考
え
が
た
い
か
ら
、
特
定

地
域
白
資
産
額

1
l国
土
保
全
一
関
係
の
公
共
投
資
た
ら
ば
被
災
可
能
資
産
額
1
lーを

保
護
す
る
に
た
る
投
資
額
は
、
道
路
、
港
湾
部
門
に
お
け
る
限
界
資
本
係
数
か
ら
推

し

τ、
ど
の
程
度
が
経
済
的
に
可
能
か
を
推
計
す
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
つ
ま

P

確
率
的
に
み
て
百
年
に
ム
回
し
か
来
な
い
よ
う
な
大
洪
水
は
、
被
害
額
こ
そ
大
き
い

が
、
そ
れ
を
予
防
す
る
万
全
の
投
資
を
す
る
と
在
る
と
、
年
々
の
投
資
効
率
は
非
常

に
低
く
な
る
。
そ
の
地
域
む
所
得
水
準
が
高
ま
れ
ば
、
同
一
地
域
の
被
災
額
も
年
々



高
ま
る
の
で
、
投
資
効
率
も
高
ま
り
、
公
共
投
資
も
経
済
的
に
ひ
き
合
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
解
説
、
六
=
了
六
四
百
)

こ
白
考
え
方
は
非
常
に
合
理
的
の
よ
う
で
あ
る
が

「
公
共
投
資

l
国
民
総
生
産
の
原
単
位
」
と
い
う
考
え
万
の
哀
が
え
し
に
す
ぎ
な

レ3

所
作
倍
増
計
画
が
、
公
共
投
資
の
配
分
を
、
政
党
や
フ
レ
グ
シ
ャ

l

・
グ
ル
ー
プ
の
陳
情
運
動
か
ら
解
放
し
て
、
科
学
的
な
、
計
算

可
能
な
基
準
に
の
せ
よ
う
と
し
た
己
と
は
大
い
に
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
こ
こ
に
臼
木
に
お
け
る
保
守
政
治
の
脱
皮

ω
一
つ
の
み
向
が
あ

る
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
国
氏

d
説
の
の
び
に
、
し
た
が
っ
て
大
企
業
心
生
産
力
心
の
ぴ
に
、
す
べ
て
の
政
策
の
基
準
、
し
た
が
っ
て

公
共
投
資
の
経
済
性
の
基
準
を
も
合
せ
よ
う
と
し
た
も

ω
に
す
ぎ
な
い
。
己
う
い
う
方
式
で
、
い
わ
ゆ
る
「
大
平
伴
岸
ベ
ル
ト
地
帯
L

か
ら
一
は
ず
れ
た
後
進
地
帯
を
開
発
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
。

も
と
も
と
後
進
地
帯
に
は
、
公
共
投
資
が
進
ま
な
い
か
ら
、
民
間
投
降
も
河
ま
b
ず
、
所
得
水
準
も
低
い
。
所
得
水
準
が
低
い
か
ら
、

公
共
投
資
も
進
ま
ず
、
民
間
投
資
も
進
ま
な
い
と
い
う
、

い
わ
ば
ヌ
ル
ク
セ
の
い
っ
た
「
貧
困
の
悪
循
環
」

〔
ヌ
ル
ク
セ
「
民
進
諸
国
¢

賢
木
形
成
〕
に
似
た
よ
う
た
も
の
が
支
配
し
て
い
あ
。
し
か
し
ヌ
ル
ク
セ
の
い
っ
た
「
後
進
諸
国
は
貧
困
で
あ
る
が
故
に
質
問
で
あ
る
」

と
い
う
思
循
環
は
、

「
先
進
地
帯
は
常
め
る
が
故
に
富
む
」
と
い
う
資
本
の
省
税
法
則
の
一
一
畏
聞
に
す
ぎ
な
い
。
こ
白
蓄
積
法
則
白
上
に

の
つ
か
っ
た
「
倍
増
計
四
」
と
そ

ω
公
共
投
資
心
理
論
は
、

い
ま
キ
自
ら
が
「
思
循
珠
」
に
陥
っ
亡
し
ま
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

追
記

前
回
お
よ
び
木
号
に
わ
た
る
拙
論
は
、
試
同
研
究
褒
に
よ
る
刑
究
成
以
の
一
部
で
あ
る
。
川
田
の
下
定
で
は
、
伺
公
共
投
資
心
資
金
源
と
そ

の
対
象
、
同
投
資
行
政
心
二
重
桝
造
で
あ
っ
た
。
本
刊
の
同
、
伸
、
刊
で
論
じ
た
抑
聞
は
、
予
定
の
同
門
の
公
共
投
資
の
対
象
に
閲
す
る
も
の
だ
け

で
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
課
題
は
、
い
つ
れ
他
の
機
会
に
ま
と
め
て
売
去
し
た
い
。

所
得
倍
哨
計
画
と
公
共
投
資
伺

却
八
七
巻

ノ、

第

七


